































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































みることだ， というのである。私たちは， 自分が主主きていることや， 自分が
目覚めていることを，どのようにして知るのか， という問いが立てられたな
らば，私たちは，心のうちにこそ，その信念の起源があるのだということを，
はっきり示すしかなL、。これをはっきり示すことこそが，私たちが輪郭づけ
ようとしてきた当のことである。「存在論的議論」というのは，諸々の宗教
的対象は私たちの本能が投影されたものにすぎないとする批判に一脈通じて
いるもののようにも，あるいは，見えるかも知れない。けれども， 1"存在論
的議論Jというのは，個人が遠くのスクリーンに映し出した，ただの主観的
な空想でしかないのか，それとも，個人の本性の最深の欲求を表現したもの
にほかならないのかという問いは，それ自体が，強迫感にかられた，まった
くもって抽象的な問いだと雷うしかなL、。
たとい「神」が，直観的認識が肯定する実在の全体に一致するのだとして
も，アリストテレスが『詩学」で語ったように，論理的な一貫性を欠いた対
象は，どんなものも，いかなる全体をも構成することはない。直観によって
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啓示されたものが，連続した思考のゆっくりしたプロセスによって確証され
るとき，発見は，はじめて証明になる。だとしたら，宇宙の，知られている
通りの普遍的性格と，こうした，直観によって認識される「神」の存在の確
実性との聞には，完全に矛盾がないことを，今や，はっきりさせることが必
要になる。ただそれだけが，宗教が信頼と推理を同時に満たすべき問題となっ
ているような，現代の大多数の人たちに向かつて，宗教的真理を薦めること
ができる，唯一の方法であるからだ。そしてまた，ただそれだけが， 自分の
望む通りのものなら何でも見つけてやろうと待ち構えている，無批判な直観
や独断論から私たちの身を守る，唯一の方法でもあるからだ。
第5章終り
(やまぐち・やすじ 元文学部教授)
